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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2021年10月21日～2022年1月21日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落となりました。
前週末に28,000円近辺まで下落したことから、値ごろ感から見直し買いが
入り、週初は上昇しました。25～26日に米連邦公開市場委員会（FOMC）
を控え、米連邦準備制度理事会（FRB）高官によるタカ派（金融引き締め推
進派）的な発言で米長期金利が一時1.9%まで上昇すると、金利上昇時に割高
感が意識されやすいグロース株やハイテク株など高PER（株価収益率）銘柄
を中心に売られ大幅下落しました。週末にかけては、18、19日の2日間で
900円近く下落した反動から自律反発狙いの買いが入り上昇する場面もあっ
たものの、週末は前日の米国株式市場が下落した流れを受け下落しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅下落となりました。
FRBによる早期の利上げ観測が高まる中、米長期金利がおよそ2年ぶりに
1.9％まで上昇するとハイテク株を中心に売られ、週を通じて下落となりま
した。市場予想を上回る決算を発表した銘柄が買われ、下落幅を縮小する場
面もあったものの、週末にかけては、ウクライナ情勢をめぐる地政学リスク
の高まりや、大手ハイテク企業の決算内容への失望感から、下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
日銀が金融政策変更の議論を進めているとの思惑や、米長期金利の上昇を受
け上昇する場面もあったものの（価格は下落）、週末にかけて日経平均株価
が下落すると、相対的に安全資産とされる債券は買われたことから（利回り
は低下）、週間ではほぼ横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
日米株式市場が下落し、投資家がリスクを取りにくくなるとの見方が広がり、
週を通じてリスク回避目的の円買い米ドル売りが進みました。
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ドル/円（左軸） ユーロ/円（右軸）

（月/日）

（円） データ期間：2021年10月21日～2022年1月21日（日次）（円）

円安

円高

３）米国の株式市場
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10年国債利回り

（月/日）

（％） データ期間：2021年10月21日～2022年1月21日（日次）
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ダウ工業株30種平均（左軸） Ｓ＆Ｐ500種指数（右軸）

（月/日）

（ドル） （ポイント）データ期間：2021年10月21日～2022年1月21日（日次）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
2/3

先週の株式市場は、米長期金利の上昇懸念から、ハイテク株などを中心に
幅広い銘柄が売られ、日米両市場ともに下落しました。
国内における新型コロナウイルスの感染拡大を受け、政府は21日（金）に、
まん延防止等重点措置の対象地域を16都県に拡大しました。今回の措置は
酒類の提供をめぐり地域によって対応にばらつきがあることから、一部で
は夜間の人出抑制の効果に疑問の声もあるようです。
今週は25～26日の日程でFOMCが開催されます。今後の金融政策をめぐ
り、利上げ開始や保有資産縮小の時期に加え、足元では3月にも大幅利上げ
に踏み切る可能性もあるとの観測が広がっており、FOMC後のパウエル
FRB議長の発言が注目されます。週前半の株式市場は、FOMCを控え、様
子見ムードから動きにくい展開が予想されます。FOMCにサプライズがな
く無難に通過すれば、買い安心感が広がり大幅上昇する可能性もありそう
です。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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９：00～17：00（土日祝日・年末年始を除く）

ホームページ https://www.nam.co.jp/


